
在宅医療・介護連携に関するアンケート調査 　　　　　　　　令和５年7月　アンケート実施

目的：北区の看護・介護関係者の連携状況や連携における新たな課題等の把握

対象者：北区訪問看護事業所・居宅介護支援事業所・訪問介護事業所

調査方法：郵送・FAX・メールで質問用紙を送付しFAXで回収。その他：事業所単位・個人での回答もあった

回収結果 訪問看護：ｎ33（回収率69％）

居宅介護支援事業所：ｎ25（1事業所より複数回答）（事業所回収率26％）

訪問介護事業所：ｎ15（回収率27％）

1 回答者が主に従事している職種（一つに〇をつけてください）

① 看護師 ② ケアマネジャー ③ 介護福祉士（介護士） ④ その他（　　　　）

＊その他：社会福祉士 　　　　　　　　＊その他：管理者

2 回答者の年代についてお伺いします（一つに〇をつけてください）

① 20歳代 ② 30歳代 ③ 40歳代 ④ 50歳代

⑤ 60歳代 ⑥ 70代以上

3 現在、ほかの事業所との連携はできていますか？（一つに〇をつけてください）

① 十分できている ② 概ねできている ③ あまりできていない ④ できていない
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4 現在、よく連携している事業所は？（〇は最大2つまで）

① 病院 ② 診療所 ③ 歯科診療所 ④ 薬局

⑤ 訪問看護ステーション ⑥ 居宅介護支援事業所 ⑦ 介護施設 ⑧ 訪問系介護事業所

⑨ 通所系介護事業所 ⑩ 短期入所生活介護 ⑪ 地域包括支援センター ⑫ 行政

⑬ 在宅医療・介護連携相談支援室（北サポ） ⑭ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　＊その他往診クリニック

5 連携を取りやすい職種は？（〇は最大2つまで）

① 医師 ②  歯科医師 ③  薬剤師 ④  看護師

⑤ ケアマネジャー ⑥（管理）栄養士 ⑦  社会福祉士 ⑧  医療ソーシャルワーカー

⑨ 介護福祉士（介護士） ⑩ 理学療法士 ⑪  作業療法士 ⑫ 言語聴覚士

⑬ 歯科衛生士 ⑭ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

＊その他：相談支援員、往診医



6 連携を取りやすい理由は？（〇は最大2つまで）

① 職種の専門性を理解している ② 患者・利用者の状況が共有できている

③ 役割分担が明確である ④ 目的が一致している

⑤ 連携の経験がある ⑥ 相談しやすい環境ができている

⑦ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

7 連携が取りにくい職種は？（〇は最大2つまで）

① 医師 ②  歯科医師 ③  薬剤師 ④  看護師

⑤ ケアマネジャー ⑥（管理）栄養士 ⑦  社会福祉士 ⑧  医療ソーシャルワーカー

⑨ 介護福祉士（介護士） ⑩ 理学療法士 ⑪  作業療法士 ⑫ 言語聴覚士

⑬ 歯科衛生士 ⑭ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



8 連携を取りにくい理由は？（〇は最大2つまで）

① 職種の専門性の理解がない ② 患者・利用者の状況が共有できていない

③ 役割分担が明確でない ④ 目的が一致していいない

⑤ 連携の経験がない ⑥ 相談しやすい環境でない

⑦ その他（　　　　　）

＊その他：医師は（診察）多忙・話を聞いてくれない・介護事業の内容を知らない

　　　　　連携の経験が少ない・連絡がつきにくい・困っていない

9 今後連携したい事業所は？（〇は最大2つまで）

① 病院 ② 診療所 ③ 歯科診療所 ④ 薬局

⑤ 訪問看護ステーション ⑥ 居宅介護支援事業所 ⑦ 介護施設 ⑧ 訪問系介護事業所

⑨ 通所系介護事業所 ⑩ 短期入所生活介護 ⑪ 地域包括支援センター ⑫ 行政

⑬ 在宅医療介護連携相談支援室(北サポ） ⑭ その他（　　　　　）

＊その他：栄養士



10 多職種とのつながりにおける患者・利用者の情報の共有方法は？（〇は最大２つまで）

① ケース会議 ② 電話やFAX ③ パソコンメール

④ ICTツール □　MCS　　　 □ カイポケ　　　 □ Chatwork

（□にチェック） □　カナミック □ ⅰ Bow □ サイボウズ

□ その他（　　　　　　）

　　　　　　　＊その他：LINE・携帯メール・報告書

11 北区在宅医療・介護連携相談支援室（北サポ）を知っていますか？

①知っている ②知らない

12 北区在宅医療・介護連携相談支援室（北サポ）を利用したことがありますか

①ある ②ない



13 北区在宅医療介護連携相談支援室（北サポ）についての意見（自由記載） 一部抜粋

看護 北サポが実際にどのような内容で他の事業所と連携を取っているか知りたい。

どのような活動をしているか知りたい。

困ったときの相談場所として安心。

行政や包括との関わりが中心的と感じる、役割や関わり方がわからない、もっと情報発信してほしい。

CM 相談の経験あり（情報提供や調整、コロナ対応）

病院、福祉それぞれの倫理があり、間に入って調整してほしい。

連携しやすいと思えるアプローチが必要。

相談しやすい環境ではない。

充実した活動をしてほしい。

介護 困ったときに相談している。

（北サポの）認識がなかった、入院時などの相談時に書式を使う程度だった。

日常の業務に追われ他の業種との連携が取れずにいる。

14 おわりに

事業所管理者の年代は、居宅支援事業所・訪問介護事業所が高い。

ほかの事業所との連携については、十分・概ねできていると答えた事業所が75％であった。

連携については、訪問看護事業所と医師やケアマネジャー、居宅支援事業所と病院や訪問看護事業所など

    職種の特性が出ていた。

連携が取りにくい職種は医師・歯科医師、次いで薬剤師・栄養士・歯科衛生士・MSWなど

   専門性が高い職種であった。

連携が取りにくい理由は連携の経験がない・相談しやすい環境ではない。

今後連携したい事業所は、病院・診療所・包括支援センター。北サポと答えた結果もあり、周知に努めたい。

情報共有方法は電話やFAXが多く、ICTの導入が整っていない現状であった。

北サポの認知度や利用経験について、知らない・利用したことがない事業所も多く、周知活動が必要。

今後の活動として、連携が取りにくいと答えた事業所へのアプローチを検討したい。


